


























































































































































































































































































































































































①渡辺秀夫「王朝願文の世界」 （『日本文学史を読むH 古代後期j、有精堂、 1991年5月）、同「願文




を軸として 」（三重大学日本語学文学会 『日本語学文学J4号、 1993年5月）。
④ 『本朝文粋j原文の引用は、 『新日本古典文学大系J（岩波書店、1992年）、書き下し文は、柿村重
松 f本朝文粋註釈J（内外出版、 1922年）による。






の祭文研究女性対象の祭文を中心に J （『大東漢文学』 25輯、 2006年12月）参照。
⑨黄スヨン「朝鮮後期の祭文研究一女性対象の祭文を中心に－J（前掲論文）。
⑩民族文化推進会編 f韓国文集叢刊 152J p.389～390、1995年。
⑪ 『韓国文集叢刊 236J p.183～184、1999年。
⑫ f韓国文集叢刊 107J p.133、1993年。














































































中 未嘗少伸眉頭而卒之況病作崇ー臥不起寿塵三十有一 均之日 韓児之離胞未醇
-189-
失問者莫不滑罵沸也顧余抗健之情安得不叩心長競答造化而怨鬼神也鳴呼






































































( 1 ）維崇禎歳次壬寅八月辛丑朔二十七日丁卯即嬬女羅氏婦麓引之期 其老父病





















訣汝兄亦以公故不得往独令汝姪輩往 ( 7 ）此又人理之所不忍処汝慈之棄我
而先殆将十載子弦吾常悲之自今観之冥然漠然無所識知吾所甚羨汝於
泉下倫拝汝慈須致我此情難然吾衰甚実齢日無幾不知泉裏園因果如此
生也是不可幾也言有尽而情不可窮汝之英霊尚可鑑諒
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＊射強要旨
関礼子氏から今回の発表の主旨としては、男女の差、ジェンダーの問題ではなく物語文学と願文と
いうジャンルの差を論じているのかという確認がなされ、発表者はジェンダー差は考えていないと答
えた。村尾誠一氏からは、朝鮮祭文は儒教的であるが、それを踏まえると f源氏物語jの哀傷の部分
が願文的でないのは、そうした儒教的な思考が含まれているからかと質問がなされた。発表者はその
関連は現時点では見られないとし、今後の課題としたいとした。江戸英雄氏からは、願文と 『源氏物
語jの関連については先行研究にあり、願文は 『源氏物語』における親と子の関係を仏教的に考えて
いく上での土台になったものとされており、本発表の男女の聞の願文についての示唆は興味深いとし、
今後は 『源氏物語Jの成立以前の願文も考察してはどうかと提案がなされた。発表者は今後の課題に
したいとした。
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